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歓送会
          北京外国語大学学生代表

日時：2017年6月6日（火）12:00‐13:45
場所：ホテルニューオータニ東京

概要 

歓送会では、先ず中日友好協会の程海波副秘書長から挨拶があり、皆が今回の訪日活動の成功の祝杯を挙げた。

その後、訪日団の各 6 大学の代表者からそれぞれ今回の活動への総括があった。皆今回の訪日は、日本を感じ、日

本を知り、日本を好きになった素晴らしい体験であったと感じている。きれいで整然とした環境、細やかなサービス、ホ

ストファミリーの心遣いの行き届いたおもてなし、そして進んだ企業理念などいずれも私たちにとって印象深いもので

あった。皆の輝く目からは、彼らの今回の活動を通じての成長が見えるようで、彼らの心の中に生まれた日本への興

味と好意が感じられるようであった。次いで 『和你一様（あなたと同じ）』 を合唱し、歓送会は終了した。合唱が終わ

る時、それはつまりお別れの時であり、一部の学生からはつらさでのどが詰まったような声が聞こえ、またホストファミリ

ーへの名残惜しさの眼差しを目にした。

今回の訪日では、知識や日本への新たな認識のみならず、多くの思いやりや温かさを体感することができた。私た

ちは自分が見て聞いたことをより多くの人へ伝え、彼らに日本の人々の友好的な姿勢を感じてもらい、日中の友好に

自分なりの貢献をしたいと思う。



-36-

なぜですか？
6 月 6 日、歓送会のこの日、日本の各新聞のトップには「安倍晋三首相が 5 日夜に都内での活動の際の講演で、

中国が提唱する 『一帯一路』 構想について、条件が整えば協力をしていくと言及した」とする記事が掲載された。

チャイナネットの情報によると、6 月 6 日付で外交部の華春瑩報道官が定例記者会見において、日本側の「一帯一

路」における中国側との協力の意向に関して、「一帯一路」は日中両国の互恵協力、共同発展を実現する新たなプラ

ットフォーム、「モデルケース」であり、日本側の「一帯一路」の枠組みにおける中国側との協力を歓迎すると述べている。

感想
皆がこぞって集合写真を撮り始めた時になって、初めて慌ててどうして良いかわからなくなった。それと言うのも、ど

うお別れをしていいかわからないまま、ここを離れなければならなくなったからである。この時まるで子どものように、多

少のやりきれなさを感じていた。このやりきれなさには多くの無念と名残惜しさが込められ、どちらの比率が大きいのか

はすぐにはわからなかった。

歓送会が終わり、皆が名残を惜しみ、ホストマザーの多くは涙していた。わずか 2 日間の関わりが人と人にこれほど

深い絆を生み出したのである。これは真心を通わせた交流であったと言える。私たちは素晴らしいものを発見するとい

う心を胸に日本を訪れ、彼らは親切で細やかな心遣いで私たちをもてなしてくれた。この 8 日間の体験について全て

を完全に記憶することはできないかもしれないが、彼らの優しさはずっと記憶に残り、常に私たちが温和でしっかりした

人間であるよう戒めてくれると思う。

最後にバスに乗り窓の外の彼らに手を振る時になって、初めて私たちは大人らしく今回のお別れと向き合うことがで

きた。心残りが有るからその後のより多くの交流があり、お別れは次回の再会のためなのである。そして再会の時には

私たちも今以上に立派になっていたいと思う。


	jp

